
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

きょう、特にあなたに教える。」
１． 神様の声を聞く
２．保つ
３．主に拠り頼む
調子が良いとき、気分が良いときだけでなく、私たちが苦しいとき、
平安でないとき等、どんな状況にあっても、まず神様の御言葉を聞く
ことです。それを保ち、そして、主に拠り頼むことです。神様は私た
ちのことを絶対的な愛を持って守り、愛してくださっています。

　主の祈り「天にまします我らの父よ。願わくは御名をあがめさせた
まえ。御国をきたらせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもな
させたまえ。我らの日用の糧を今日も与えたまえ。我らに罪を犯すも
のを我らが赦すごとく、我らの罪をも赦したまえ。我らを試みにあわ
せず、悪より救いだしたまえ。国と力と栄とは、限りなく汝のものな
ればなり。アーメン」
神様は、私たちのことを愛しておられるので、私たちの声が聞きたい
のです。
　主の祈りは、天にまします我らの父よ。から始まります。神様は、
私たちから、私のお父さんはあなたですという声を聞きたいのです。
何か別の物だったり、本当のお父さんでないものを、なぜ、お父さん
と言うのか。神様は、「私が全部備えているのにどうして他の物を求
めるのか。わたしがお父さんだよ。だから、私をお父さんと呼んで、
声を聞かせてほしい」と言っているのです。
神様は、私たちの声を聞きたいと願っておられます。愛する我が子の
声を聞くことは神様にとって特別な喜びとなるのです。

　神様にとって、愛する我が子の声を聞くことは神様にとって特別な
喜びとなる。と言いました。もし、私たちが神様の声を聞いて、拠り
頼み、主を教えてください。賛美します。礼拝します。と神様に語り
かけたとき、神様はすごく喜んでくださるのです。
神様は、心からの声を聞きたいのです。心からの思いが知りたいので
す。それが伝わるときに神様の喜びが伝わり、私たちも変えられてい
くのです。
　また私たちが主により頼むことは、人が成長して自立することを意
味します。例えば、親しか頼ることができない子が、ひとりで電車に
乗って目的地に行くのに、どうすればよいかわからないとき、駅員さ
んに、どこまでの切符を買って、どの電車に乗れば良いか聞くと、助
けてくださいます。自力では電車に乗ることはできませんが、助けを
求めれば不可能が可能になります。このように、自分に必要な助けを
理解し、問題を解決してくれる適切な相手に助けを求める事ができる
ことが自立するということなのです。
私たちが頼るところは、唯一神様なのです。

神達良子

来週の奉仕者
（１０月８日）

今週は…箴言1：１～箴言４：９

　～リビングライフより～

「脂肪も全て神のもの」「脂肪も全て神のもの」

（ ２０２３ 年９月２４日 ） 

（要約者：西嵜 達也）

　金曜日のリビングライフでは『変わることのないイエスにあって 愛ときよさ
を追い求める者 (ヘブル人への手紙13:1～8)』が語られました。
この１３章では、これまでの教理的解説とその適用的勧告が共同体全員の信仰
と善き生活に益となり、彼らが苦難の中にも救いの完成と勝利を確信して一層
力強く歩み得るための一連の励ましとなります。本書本論の締めくくりを成す
ものです。
今回の箇所である 1‐6節は兄弟愛と旅人へのもてなし、獄中の者への配慮、結
婚関係と性倫理の厳守、金銭愛の拒否と満足にあかしされる主への信頼という、
キリスト教会の初期より信仰の本質に属すると見られてきたことが列挙されて
います。
　兄弟愛はキリストにある神の贖罪愛の結実、キリスト者の倫理の黄金律、律
法の要約であります。また、金銭はとくに人間の心が執着する対象で、神とそ
れとに兼ね仕えることが出来ないものであり、それへの愛が諸悪の根源である
と言われています。性と金銭はとくに罪深く弱い人間にとり、抗しがたい誘惑
となり、それゆえ主への畏れと信頼が試されあかしされる機会となるのです。
続いて、信仰生活上からも、説教と生活において福音を伝えた指導者たちに従
順であるべきと教えられています。7節の指導者は、すでに世を去った人々をさ
しています。彼らは、イエスさまの贖罪的な生と死を今の時代において新たに
証言し、宣教して、教会共同体を形成した人々です。彼らの信仰に倣うことは、
まさに彼らの証言したキリストに倣うことにほかならないのです！敬虔な指導
者は存在するわけで、その指導者の信仰の足跡にならっていくことは、大切です。
自分ではどのようにしてイエスさまに従えばよい分からないことも、この指導
者がイエスさまに従ったその姿を見て、従うことができます。
　「イエス・キリストは、きのうもきょうも、いつまでも、同じです (８節 )」こ
の箇所は、先ほどの指導者の生活に一貫性があることを示しています。イエス
さまがいつまでも変わらないように、彼らの生活に一貫性があるということで
す。周囲がどんなに変わろうとも、いつまでも変わらず、真実の言葉を話して
いる人ということになります。私たちはどうでしょう？人やその時の状況によっ
て揺れ動く葦のようになっていないでしょうか？イエスさまが、私たちの本当
の指導者です。イエスさまは永遠に生きておられ、いつまでも変わることなく、
私たちを助け、慰め、励まし、力づけてくださいます。この方がいつも私たち
のすぐそばにいてくださるのだから、何も恐れることはありません。

牧 一穂 牧師
西嵜 芳栄 伝道師
全本 みどり 
泉水 京子
池田 優香

　

10 月の誕生者
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　賛美は、私たちを元気にさせてくれる素晴らしいものです。
神様は、私たちを愛して下さっています。賛美するということは、私
たちも神様を愛しますという心の表現です。
賛美は、神様に告白できない言葉でも、なぜかすらすら言葉が出てき
ます。神様に向かって祈ることができないような心の状態だったとし
ても、賛美の歌詞を通して、心が変えられていきます。賛美を捧げる
とき、神様を愛しますという愛の告白となり、神様と両想いの関係と
なって、神様も喜んでくださいます。また、私たちの心は、平安が溢
れてきます。
　今日、神様が居られる。その神様が、聖書を通してどんなラブレター
を私たちに送ってきてくださっているのかを聞いて、応えていきま
しょう。受け身ではなく、アクティブに神様の前に出ていきましょう。

　箴言３章５節～１２節は、神様に拠り頼め、神様を愛しなさい、神
様を信じなさい。そうすれば、神様が豊かに愛してくださって祝福を
与えてくださいます。というような聖書の内容です。これだけ私たち
のことを思ってくださる神様のこと、もしくは、イエス様のことを考
えると、私たちは幸せだということです。主が私たちにいったい何を
なさってくださっているのか。また、私たちのことをどう思ってくだ
さっているのかを知れば知るほど、主から離れなくなり、こんな方は
いないんだということを、私たちは感じることができるのです。
一番伝えたいことは、箴言３章５節の「心を尽くして【主】に拠り頼め。
自分の悟りにたよるな。」であり、どんなときも、とにかく、神様に
頼りましょうということを言いたいのです。　
　申命記６章４～５節「聞きなさい。イスラエル。主は私たちの神。
主はただひとりである。心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くして、
あなたの神、主を愛しなさい。」主に拠り頼むとは、完全に主を愛し
ます。委ねます。ということです。拠り頼むということは、愛すると
いうことです。
また、Ⅰコリントの手紙１３章１３節に「こういうわけで、いつまで
も残るものは信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれているのは愛
です。」私たちが大切にしている３つ確信であり、それは「信仰」と「希
望」と「愛」なのです。これは絶対に滅びることがありません。特に
滅びないのは愛なのです。
信仰とは、主を信じる。より頼むことです。希望とは、神様が成し遂
げてくださる。自分では出来ない事を神様が成し遂げてくださいます。
愛は全てです。主が愛してくださったから、私たちも主を信じ、主に
希望を持つことができるようになり、私たちも愛する者へと変えてく
ださるのです。聖書の御言葉は、私がそのようにあなたを変える。だ
から主に頼れと書いているのです。神様の意思が御言葉の中に入って
いるのです。
　神様は、私を頼れ、そうすれば、私たちは悔い改めることができる。
私が救いに行くと言ってくださっているのです。このことは、私たち
が本当に覚えておかないといけないことなのです。
私たちの人生はどうかというと、これに反して、自分の悟りに頼って
生きているのです。だから、毎回、御言葉を聞かなければならないの
です。箴言２２章１９～２１節「あなたが主に拠り頼むことができる
ように、私はきょう、特にあなたに教える。あたしはあなたのために、
勧告と知識についての三十句を書いたではないか。これはあなたに真
理のことばの確かさを教え、あなたを遣わした者に真理の言葉を持ち
帰らせるためである。」
神様は、私たちが何度言っても聞き入れないから、忘れないように、
また、あきらめないで言葉をくださっています。私たちが、イエス様
のことがわかるように、イエス様のことを感じることができるように、
また、神様を信じることができるように、私たちに真理の言葉を与え
てくださっています。だから聖書を読んで、神様の言葉に触れ、主に
拠り頼むものとなっていきましょう。

　箴言２２章１７～１９にその秘訣が書いてあります。「耳を傾けて、
知恵のある言葉を聞け。あなたの心を私の知識に向けよ。これらをあ
なたのうちに保つなら、楽しいことだ。これらをみな、あなたのくち
びるに備えておけ。あなたが主に拠り頼むことができるように、私は
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さいごに
29 日    日名幹夫
29 日    牧尉太
30 日    渡辺和香子

23 日   佐々木結心郎
25 日   西嵜孝之
26 日   藤原柑奈
27 日   原田安祐実
    

 11日   石坂美緒
 11日   石原奈々絵
 12日   石殿雅一
 12日   淺野省吾
 

14 日  髙橋未衣
16 日  池田優香
19 日  横山栄子
19日   岩﨑優輝
 

              　 2 日   曽我一裕
2日   岡本絆
9日    河島弘子

20：00~県北祈祷会

岩﨑櫻

 

　私たちのことを本当に愛し、助けてくださって、いつも私たち
を見守ってくださっているのは、正に神様です。「私を頼りなさい。
するとわかるから。」「自分の悟りに頼るな。」「わたしに拠り頼め。
するとわかるから。」
主に拠り頼むとき、私たちがどのような状況にいるかは関係ない
のです。立派とか平安かどうかは関係なく、主に拠り頼むことで
す。そこに神様の働きが溢れてきます。その時、主が成し遂げて
くださいます。私たちの中の愛が愛されていることが回復し、私
たちも愛せるものになっていきます。なぜなら、最初から主が私
たちを愛しておられるからです。
　私たちが悩むとき、悲しむとき、行き詰るとき、なんとか自分
で頑張ろうとするのではなく、主に拠り頼むということです。そ
うすると、主が成し遂げてくださいます。

：

　この間、数年ぶりに高熱が出て、仕事を休むことになりました。病
院で検査をして、コロナでもインフルでもなく、風邪でしょうという
ことでした。風邪の診断を受けたので、午後からの学童はマスクをし
て勤務をするつもりでいました。でも、念のため休むことになりました。
　珍しくしんどくて、一日静養しながら、この数か月の生活を振り返っ
ていました。忙しさと疲れを理由に、ベッドで寝ずに座椅子で寝てい
たり、ご飯を作るのが好きだったはずなのに適当なものになったりコ
ンビニご飯が多くなったり、食べない日も増えていました。健康と楽
しむために、動画を見ながらダンスをしたり筋トレをしていたのも、
いつの間にかやらなくなっていました。振り返ると、自分を全く大切
にせず、ただ流されるように生活していたのです。
　迷惑をかけないように、何とか仕事に出ようとした私に、「周りの子
ども達のためでもあるけど、何よりしっかり休んだらいいよ。今まで
何年も休まずにいた元気さがありがたいと思ったよ」と言ってくれる
友達がいました。
　以前の祈祷会で「私たちの脂肪も全て神のもの」と言われていました。
私の体は全て、神様のものだったのです。それを適当に扱ってはいけ
ないと思わされました。神様から任されたこの体をもっと大切に扱う
ことで、たくさんの人に出会い、この元気な体を通して関わることが
増え、そのかかわりを通して神様のことが伝わるかもしれないのです。
　神様が愛してくださった自分のからだを大切に、もっと神様に用い
られるために、メンテナンスと管理に気を付けていきたいと思いまし
た。

　『誰も自分の身を憎んだ者はいません。かえってこれを養い育てます。
それはキリストが教会をそうされたのと同じです。』（エペソ5：29）
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岡本 享子
淺野 恵子

：
：
：

：
：
：

：
：
：

：
：
：

聖 日 準 備

食 事
片　付　け

：

：
：

芳栄ファミリー
（ＪＫＬ）
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藤原柑奈

  「主により頼む」 　
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